
- 1 -

日本テコンドー協会審査法

ＪＴＡ論文法ー形式・期限・合否基準

２０１３年３月１８日

日本テコンドー協会

宗師範 河 明生

日本テコンドー協会（以下、ＪＴＡ）の審査会における論文・小論文審査制度は、

ＪＴＡ七大精神にそって体系化されたＪＴＡが誇る独創的な制度であり、

この審査制度があればこそ、不祥事続きの他の武道界や格闘技界に欠けている「武道の哲学化」が可能となる。

ＪＴＡは前進団体創立以来、約３０年にわたり実施してきたＪＴＡ審査会（現在・第１０３回）を通じて

延べ２万人超の受験者が、それぞれの環境・学習・経験を通じて涵養した人生観・倫理観・道徳観等に基づき

真摯に「自分史」を振り返って書き綴りながら、人生を歩むための精神的糧にしたのではないかと考えている。

しかし、その形式に統一性がなく、提出期限に節度が足りない。

たとえば、所属クラブを明記していない場合、採点後の返却が難しい。

昇段審査の実技試験合格後、１年以上も論文を提出しないというのも問題なしとはいえない。

そこで下記の通り、形式・提出期限・合否基準を定めるものとする。

第１条 形式

論文・小論文・作文は、将来、受験者が「自分史」を振り返る際、大切な「自分史の史料」となる。

そのためにも所属クラブ長等を通じて遅滞なく返却するため下記を明記しなければならない。

１，氏名を明記すること

園児や小学校１年生で保護者が代筆する場合は、園児の氏名とともに「保護者代筆」と明記。

２ 「ＪＴＡ会員の声」に匿名で紹介する場合があるため、年齢または学年、性別を明記すること，
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１）年齢または学年

①未就学（任意であり提出不要だが、保護者が希望して提出される場合がある）

②小学生の学年

③中学生の学年

④高校生の学年

⑤社会人１０代または大学生１０代

⑥社会人２０代または大学生・大学院生２０代

⑦社会人３０代または大学生・大学院生３０代

⑧４０代、

⑨５０代、

⑩６０代

２）性別（戸籍上のものに限る）

①男

②女

３，論文・小論文・作文が２枚以上の場合、右斜め上をホッチキス等でとめること。

第２条 提出期限

１，昇級審査の小論文・作文の提出期限

１）通常昇級受験者の場合は、定められた一つの課題を審査当日に提出しなけばならない。

正当な理由（たとえば、クラブ長に提出したがクラブ長が忘れてしまった場合）がなければ不合格とする。

２）特進希望受験者の場合は、定められた二つの課題を審査当日に提出しなけばならない。
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いかなる事情があっても忘れた場合は特進は不可とする。

ただし、実技審査の結果、特進が難しい場合は、通常昇級の課題小論文のみを採点し、それ以外は採点しな

いで返却する。次回、審査で提出しても構わない。

２，昇段審査の論文提出期限

第一次実技審査受験後、半年以内とする。 提出されない場合は不合格とする。

第３条 論文審査の合否

１，合否の基準

受験者が課題に真剣に向かい合い論述した小論文・作文は合格とする。

文章のうまさを評価しているものではない。

受験者しか語れない「リアリティーに満ちた自分史」の一部を誠実な姿勢で論述した小論文は

感動的であり、かつさわやかであり、本制度の趣旨にかなうものであるためＡＡＡまたはＡＡとする。

２，合格の採点基準

１）ＡＡＡ

２）ＡＡ

３）Ａ＋☆３

４）Ａ＋☆２

５）Ａ＋☆１

６）Ａ

３，不合格・再提出

論文・小論文審査の結果、不合格または再提出となり、昇級・昇段が保留となるのは次の通りとする。
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１）不合格

①ＪＴＡ七大精神に反する内容の場合

たとえば、公益について「世の中が自分を理解してくれたら、公益を考えても良い」等の記述。

かかる自己中心的な見解を合格させることはできないからである。

②課題にそっていない小論文・作文は不合格・再提出とする。

たとえば 「礼儀礼節」が課題であるのに 「克己の精神」について論述している場合、 、

③真剣さに欠ける小論文

たとえば、２００字程度と短すぎるものは不合格とする。

④「盗作」

過去、他の受験者が提出した小論文・論文を「盗作」した場合

２）再提出

①昇級審査小論文・作文再提出

イ）不合格者は、論文審査結果発表後、２週間以内に再提出しなければならない。

提出されない場合は、放棄とみなし、実技ともども不合格とする。

ただし、各種障害者や小学校低学年の受験者は免除する場合がある。

ロ）特進希望昇級審査小論文の再提出は認めない。特進は不可とする。

②昇段審査再提出

不合格者は、論文審査結果発表後、１ヶ月以内に再提出しなければならない。

以上
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